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当講座の目標 

 当講座はロシア語を初めて学ぶ方を対象とします。網谷と山田がペアを組み、半年間でロシア語

の読み書きの基礎を習得することを目指します。また、教科書の会話文を用いて、簡単な会話が行

えるような訓練もします。 

 ロシア語は一般に難しいとも言われますが、非常に合理的かつ論理的な言語であり、本講座に登

場する基礎的な文法事項を覚えれば、それだけでほとんどのことが表現できるようになります。最

初の壁は厚いかもしれませんが、一旦越えてしまえば目の前には可能性の海が広がるでしょう！た

だ完全に文法を修得するためにも基礎コースのあとに初級の「文法 3」は必ず履修してください。 

 

授業の内容 

 本講座では主に文法の解説を行い、またその文法知識を定着させるために練習問題をといてゆ

きます。個々の内容に関しては下記の講座の計画をごらんください。それぞれの週に習得できる

ことでどのようなことが表現できるようになるのかが書いてあります。もちろんこれらは一例で

す。何かご自身で表現したいことがありましたなら私たちに訊いてください。 

 

注意点 

   シラバスはあくまで目安です。授業のスピードは受講生の皆さんにあわせます。やや早いペー

スですすんでいくので、授業中に理解できなかったことは、いつでも遠慮なく質問してください。

語学の習得には地道な努力の積み重ねが必要なので、できる限り、欠席、遅刻は避けてください。 

 

 

 

 

講座日 講座の計画 

4月 13日 

4月 16日 

まずは正しい発音を勉強しましょう。 

◆第１課（発音） １.母音 ２.子音 ３.母音の減衰 ４.軟子音 ５.分離符 ６.上

顎音 

７.子音の同化 ８.その他の注意 正書法※こうした文法用語は分かりづらいと思い

ますが、丁寧に説明します。 

4月 20日 

4月 27日 

「これはなんですか？これは○○です」などの簡単な構文を作りましょう。 

◆第２課 １.平叙文 ２.疑問文 ３.人称代名詞 

◆第３課 １.名詞の性 ２.名詞の複数形 ３.所有代名詞 



4月 30日 

5月 7日 

一般動詞の現在変化などについて学んでいきます。「何をしているのですか？テレビ

を見ています」などが言えるようになります。 

◆第４課 １.動詞の不定形 ２.動詞の現在 ３.命令法  ４.個数詞(1) 

5月 11日 

5月 14日 

動詞の過去形、未来形の作り方を覚え、自分の行動を表現しましょう。「何をしてた

んですか？明日は晴れですか？」などが言えるようになります。 

◆第５課 １.動詞の過去 ２.動詞の未来 ３.動詞の歯音変化 ４.動詞の唇音変化 

5月 18日 

5月 21日 

形容詞を使った文章が登場します。「今日はどんな天気ですか？」や「今日は何日で

すか？」といった表現を学びましょう。 

◆第６課 １.形容詞長語尾形 2.疑問代名詞какойと指示代名詞 такой ３.名詞化した

形容詞 ４.指示代名詞 этотと тот ５.順序数詞（１）６.曜日 

5月 25日 

5月 28日 

ロシア語特有の状態を表す無人称文という構文を学びます。「タバコを吸ってもいい

ですか？」などの可能を表す文章を学びます。 

◆第７課 １.形容詞短語尾形 ２.述語副詞 

6月 1日 

6月 4日 

この課から日本語でいう格助詞の役割を担う格変化を勉強していきましょう。この課

ではまずは「モスクワにいってきました」といった場所の表現などが登場します。 

◆第８課 １.格変化 ２.名詞の単数前置格 ３.前置格を要求する前置詞 ４.前置

詞 наをとる名詞 ５.単数前置格の語尾が-у,-юになる名詞 ６.動詞 мочь,хотеть,жить

の変化 

6月 8日 

6月 11日 

主に格助詞の「を」に対応する対格、そして格助詞の「の」に対応する生格を作れる

ようになりましょう。「私はロシアの歴史を勉強しています」などが言えるようにな

ります。 

◆第９課 １.名詞の単数対格 ２.前置詞なしの対格の用法 ３.対格を要求する前置詞 

４.不定人称文  ５.時の表現(1) 

◆第 10 課 １.名詞の単数生格２.前置詞なしの生格の用法 

6月 15日 

6月 18日 

生格の復習や様々な生格を要求する前置詞とともに「ペンを持っていますか？」など

所有の表現を言えるようになりましょう。 

◆第 11 課 １.生格を要求する前置詞 ２.その他の生格を要求する前置詞 ３.《у＋

人称代名詞＋есть．．．》の用い方 ４.-овать,-еватьおよび-авать動詞の変化 

6月 22日 

6月 25日 

「に」の助詞に対応する与格と「で、によって」に対応する造格を勉強しましょう。 

「私は手紙を兄に書く」「私はペンで手紙を書く」などが言えるようになります。 

◆第 12 課 １.名詞の単数与格 ２.前置詞なしの与格の用法３.与格を要求する前置

詞 

◆第 13 課 １.名詞の単数造格 ２.前置詞なしの造格の用法 

6月 29日 

7月 2日 

造格を要求する前置詞 Сや複数形の格変化を学び、格変化の総復習をしましょう。 

◆第 13 課(続き) ３.造格を要求する前置詞４.時の表現(2) 

◆第 14 課 1. 男性名詞の複数の格変化 2. 中性名詞の複数の格変化 3. 女性名詞の複

数の格変化 

7月 6日 

7月 9日 

 

◆第 14 課(続き)  4. люди、детиの格変化 

☆文法事項の復習と確認テスト 

 

 


